品に 優れていた。 尤も 僕の 鑑賞 眼 は 頗る 滝 田 君に は不 

評判だった。 「どうも 芥 川さん の 美術 論 は 文学論 ほど 

信用 出来ない からな あご —— 滝 田 君 はい つもこう 言つ 

て 僕の あき 盲を嗤 つていた。 

滝 田 君が 日本の 文芸に 貢献す る 所の 多かった こと は 

僕の 贅す るの を 待たない であろう。 しかし 当代の 文士 

を 挙げて 滝 田 君の 世話になった と言うな らば、 それ は 

ね 、- 

故人に 佞す ると も、 故人に 信なる 言葉で は あるまい。 

成程 僕 等 年少の 徒 は 度た び 滝 田 君に 厄介 を かけた。 け 

れ ども 滝 田 君 自身 も 亦 恐らく は徳田 秋声 氏の 如き、 或 

は 田 山 花 袋 氏の 如き、 僕 等の 先輩に 負う 所の 少しもな 
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